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No. 49， March， 1987， p.359-367 

北海道登別におけるごく局地的な豪雨

播磨屋敏生・加藤聖治

北海道大学理学部地球物理学教室

(昭和61年11月25日受理)

A Local Heavy Rainfall in Noboribetsu， Hokkaido 

By Toshio HARIMAYA and Seiji KATO 

Department of Geophysics， Facu!ty of Science， Hokkaido University 

( Received N ovember 25， 1986) 

The lburi District of Hokkaido Island had a heavy rainfall on 24-25 September 1983 when a low 
pressure associated with a warm front passed over Hokkaido Island. The heavy rainfall caused 
considerable damage in the N oboribetsu area. 
The characteristics of the heavy rainfall are as follows. The rainfall area in which the total 
rainfall amount was more than 400mm was about 10km in the major axis， and the rainfal1 area in 
which the rainfall intensity was more than 50 mm/hour was about 10km in the major axis. Besides， 
454 mm in rainfall amount， which corresponded to about 90% of total rainfall amount， fell for 5 hours. 
That is， the heavy rainfall was characterized by spatial and temporal concentration. The value of 
126 mm/hour in rainfall intensity recorded in this heavy rainfall was equal to the value of the first 
rank in Hokkaido. 
In this weather situation， low level jet associated with warm and humid air stream from southern 
direction formed a situation that was suitable for the formation of a heavy rainfall. Besides， the 
vertical distribution of wind was also suitable for the long-lasting convective precipitation cloud. 
From the analysis， it was considered that these weather situations caused this heavy rainfall. 

1.まえカずき

1983年9月24日の夜に北海道西岸に接近した温暖前線を伴う低気圧は，登別を中心とする地方に豪悶

をもたらした.とくに気象庁AMeDAS観測点の査別では， 24日夕方から 25日朝にかけて総雨量509mm

という驚異的な豪雨となった.このため，登別を中心とした地域にかなりの被害が発生した.

登別付近の室蘭ーから苫小牧にかけての胆振地方オロフレ山系の南東斜面では，年間雨量も比較的多く，

また大雨もしばしば発生することが知られている.最近では， 1980年8月27日から 31日にかけて同地方

に豪雨が発生し， AMeDAS観測点の登別で総雨量493mmを記録し，この周辺一帯に大きな被害をもたら

した(播磨屋他， 1981;菊池他， 1981).この場合には，雨量は空間的にはかなり集中したものの，時間的

にはそれほど集中しなかった.

それに比らべて今回の豪雨においては，豪雨の中心地である登別では総雨量509mmのうちの約90%を

占める 454mmが， 24日23時から 25日4時までの5時間に降り，時間的に非常な集中性を示した.また

100mm以上の雨域は，長径で50kmにも満たず，さらに 400mm以上のところは長径で約 10km程度と，

空間的にも非常に集中した.集中豪雨とは，一般的に数10kmから 100kmぐらいの領域に，数時間から 1
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日位の聞に雨が集中して降ることをいうが，今回の例は，空間的にも時間的にもより集中化したごく局地

的な豪雨と言える.

このようなごく局地的な豪雨は，平均間隔約 17kmのAMeDASでは検出きれない可能性もあり，災害

対策上その実態を調べることは重要である.またこの豪雨中の 25日3時から 4時の間に降った 1時間雨量

126mmは， 1950年8月1日の苫小牧での 1時間雨量値と並んで北海道内の観測史上第 1位であった.こ

のような記録的な豪雨であるので，観測データが少なく十分な解析は困難で、あるが，以下に述べるような

豪悶の実態を調べた.

II.被害状況

豪雨のため，この地域の幹線である国鉄室蘭本線，国道36号線が一時不通になった.また国道から登別

温泉に通ずる道道が濁流にえぐられて全面損壊するなどで各所で寸断され，これも一時不通になった.そ

してこの地域を流れる中小河川があふれ，濁流と土砂が道路をえぐり，市街地の広い範囲の民家が冠水し

て，住家被害は，全壊4棟，半壊 14棟，一部破損 12棟，床上浸水592棟，床下浸水440棟にのぼった.

その他土木被害等を合せて約80億円の被害総額となり，これに対して国は， 25日午前中に登別市に災害救

助法を適用した.

豪雨域の中心地付近の被害状況の 1例として，道路被害個所の分布図を Fig.1に示す.最大総雨量が観

測された AMeDAS観測点の登別を中心にして，山間部を通る道路がいたるところで被害を受けているの

が見られる.

Fig.1. Distribution of road disruptions in tbe Noboribetsu area. Solid circles and open circles represent 
AMeDAS observation points and the positions of road disruptions， respectively. 
(国土地理院地形図 1/50.000r徳舜瞥山J，r登別温泉J)
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III.気象状況
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毎時の 1時間雨量分布図の解析によると，胆振地方での降悶は， 24日17待頃にはほぽ胆振全域におよ

び，その後1時間間量で数mm程度の雨量が却時まで続いた.20時以降は 1時間悶量で十数mmから

数十mmとだんだんと強くなり，最初の頃はオロフレ山系南東斜面の山間部に降雨が集中していたのが，

時間の経過とともに海岸地方で強くなった.25日O時から 1時までの1時間に，海岸地方の登別では67

mm，白老では 40mmを記録した.この時間帯に対応する 25日O時の札幌管区気象台と函館海洋気象台

のレーダースケッチを合成したものがFig.4である.それによると北海道南部の一部と北海道中央部に層

状エコーが広がっているが，胆振地方海岸部には， 5，400m及び6，200m，こ達する対流性のエコーが見られ

る

登別では，その後も 1時間雨量でみて，だんだ

んと強くなる一方で 3時から 4時までの 1時間

では 126mmに達した.その時間帯に対応する 3

時の函館海洋気象台のレーダースケッチを Fig.5

に示す.Fig.4に示されるエコー量に比らべて非

常に少なくなったが，やはりこの時も，登別上空

に5，800mに達する対流性のエコーが見られる.

一方，白老では 1時から 2時の 1時間雨量で68

mmを記録したが，その後は急激に弱くなって

いった.

4時以降は，降雨強度の強い領域が海岸からオ

ロフレ山系南東斜面の山間部へ移り 7時までは

数十mmの1時間雨量が観測されたが，その後は

弱まり， 13時頃には終了した.強間域がオロフレ

山系南東斜面の山間部へ移った時間帯に対応する

千オ航空測候所のレーダー写真を Fig.6に示す.

エコーが海岸部から北上し，オロフレ山系南東斜

面の山間部に移ったのが見られる.

0300 JST 

Q 
O 

Fig.4. Radar echo sketch by Sapporo and Hako. 
date radars on 0000 JST 25 September 1983. 

Fig.5. Radar echo sketch by Hakodate radar on 0300 JST 25 September 1983. 
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Fig.6. Radar photograph by Chitose radar on 0600 ]ST 25 September 1983. 

IV.降雨特性と考察

前節で述べたように，この豪雨は胆振地方の中部のみに限られていたので，次に胆振地方の雨量分布を

詳細にみてみる.気象庁AMeDAS観測点の他に，自治体による雨量観測点の観測値も加えた 24日から 25

日にかけての総雨量分布図を Fig.7に示す.この2日間に 100mm以上降った地域は，海岸線にほぼ平行

に南西から北東方向に細長くのびたオロフレ山系南東斜面域のみであることがわかる.そして 509mmを

記録した AMeDASの登別周辺に非常によく集中していて， 400 mm以上の雨量域の長径が約 10kmで

あった.

次に，その雨量の空間的集中性を， 1時間雨量からみてみる.Fig.8に1時間同量として最も強〈降った

25日3時から 4時までの 1時間雨量分布を示す.図に見られるように， 50mm以上の雨量域の長径が約 10

kmで，最大雨量強度 126mmを記録した AMeDASの登別からわずかに 5kmほど離れた観測点では雨

量がセ守口となっており，非常によく空間的に集中していた.

この豪雨では，最大雨量がAMeDAS観測点でたまたま観測されたが，もしこの豪雨域が南西か北東方

向に 10km程度ずれていたら，平均間隔約 17kmのAMeDAS観測網で、は検出きれなかったことになる.

このようなごく局地的な豪雨に対しては，防災対策上密な同量計網か望まれるところである.

雨の降り方が時間の経過とともにどのようであったかを次に述べる.1時間雨量と 10分間雨量をそれぞ

れFig.9とFig.10に示す.両図において，海岸部にある観測点を左側，オロフレ山系南東斜面の山間部に

ある観測，点を右側に配列しである.海岸部にあり比較的雨量の多かった白老では， 25日0時から 3時の間

に総雨量のほとんどの雨が降っていることがわかる.そして今回豪雨を記録した登別でも，このような傾

向があった.24日23時から 1時間毎に雨量強度を増していき， 25日3時から 4時の間には 126mmを記

録した.この値は， 1950年8月1日の苫小牧の 1時間雨量値と並んで北海道内の観測史上第 1位であった.

そして 24日23時から 25日4時までの5時間に降った雨量は 454mmとなり，これは総雨量の約90%に

当る.すなわちこの豪悶は，時間的にも非常に集中していたと言える.その後急激に雨が弱くなった.そ

れに対して，それまで雨量強度が弱かったオロフレ山系南東斜面の山間部の観測点では，かなり強くなっ
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Fig. 7. Distribution of rainfall amount in the lburi District area from 24 to 25 September 1983. Open circles 
represent AMeDAS observation points. 
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Fig.8. Hourly rainfall distribution in the lburi District area from 0300 JST to 0400 JST 25 September 1983. 
Open circles represent AMeDAS observation points. 
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Fig.12. Time variation of winds at AMeDAS observation points in the seaside area of the lburi District. 

た.これは，前節でレーダーエコー写真で示したように，今まで海岸部にあった雨雲が北上したことによっ

ている

胆振地方において大雨の降る時は，地上風が南東風であることが多いことが今までに指摘されている(た

とえば武田・菊地， 1978).今回の風系がどうであったかを次にみてみる.Fig.llは，豪雨をはさむ時間帯

について，札幌における高層風の時間変化を示している.この時間帯を通して，中層は南西風で，より上

層は西南西から西風になっている.それに対して，下層では南東から南風である.そして 1時間雨量が最

も強かった 25日3時頃には，南東風の下層ジェットが認められる.この下層ジェットに伴って，南からの

暖い湿った気塊の流入が豪悶を発生させる場を形成したと考えられる.

地上風については，胆振地方から離れている札幌では代表性が悪いので，次に胆振地方の風の記録をみ

てみる.Fig.12は，胆振地方にある AMeDAS観測点における地上風の時間変化図である.雨量の多かっ

た登別および白老では，雨量の多かった 24日21時から 25日3時頃にかけて東風であったことがわかる.

この地上風と，高層風は札幌における高層風によって代用されると考えると，風の垂直分布は，下層では

東成分であり，途中にジェットをもち，その上では東西成分がセV となり，より上層では西成分が高度と

ともに増加するという形となる.すなわち途中にジェットをもち，鉛直シヤーの向きがある高きで変るこ

とになる.こういう条件下では，対流性降水雲が長続きすることが指摘されている (Takeda，1971).登

別に豪雨を長時間降らせ続けた降水雲は，このように Lて維持されていたと考えられる.

V. ま と め

1983年9月24日夜から 25日にかけて，低気圧に伴われた温暖前線が北海道を通過する際に，胆振地方

に豪雨をもたらした.この豪雨の特徴は，次のようである.総雨量で400mm以上の雨量域の長径が約 10

km，最大1時間雨量時の 50mm以上の強雨域の長径が約 10kmと空間的に非常によく集中していたこと

である.また，時間的にも集中していて，登別においては総同量の約 90%に当る 454mmが5時間で降り，

その時間帯における 1時間雨量126mmは北海道内の観測史上第 1位の値と等しかった.

今回のようなごく局地的な豪雨は，現行の雨量計網では捕捉出来ないことがありうるので，防災対策上

より密な雨量計網か望まれる.

入手可能なかぎりのデータに基づいた解析の結果，下層ジェットに伴って，南からの暖かい湿った気塊

の流入が豪雨を発生させる場を形成し，途中にジェットをもち，鉛直シヤーの向きがある高きで変るよ 7

な風の鉛直分布が，対流性降水雲を長続きさせた結果，このような豪悶が発生したと考えられる.
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